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隠れマッチング問題の通信計算量と暗号への応用

タイトル

素因数分解問題のように、古典計算に対して量子計算が強力となる例が
あることはよく知られているが、
通信においても古典通信に対して量子通信が有用な問題がある。
その一つの例として、隠れマッチング問題を扱う。
この問題に対して、古典通信と量子通信で通信計算量の
ギャップが大きいことを紹介する。
また、この結果が暗号の通信において
プライバシー増幅や鍵拡張へと適用できることを紹介する。
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